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■開催概要  

（報道関係者向け説明会） 
・日 時：平成 24 年 5 月 22 日（火）12:00～12:50 
・場 所：九州大学箱崎キャンパス理学部二号館 2 階 2256 号室 
・説明者：川越清以 九州大学大学院理学研究院 教授 
     井上研三 九州大学大学院理学研究院 特任教授 
     江崎哲郎 九州大学大学院理学研究院 特任教授 
     杉山 晃 佐賀大学理工学部 教授 
  高橋理佳 ILC 国際共同設計チーム アジア担当 ILC コミュニケータ 
・内 容：ILC 計画及び ILC 建設候補地である背振山地の地質調査の説明 
 
（背振山地の見学ツアー） 
・日 時：平成 24 年 5 月 22 日（火）13:00 出発（貸し切りバスで移動） 
・行 程：九州大学箱崎キャンパス（13:00 出発） ⇒ 九州電力天山発電所 ⇒ 観音の滝  

⇒ 九州大学伊都キャンパス ⇒ 九州大学箱崎キャンパス（19:30 到着予定） 
・引率者：江崎哲郎 九州大学大学院理学研究院 特任教授 
     杉山 晃 佐賀大学理工学部 教授 
  吉岡瑞樹 九州大学大学院理学研究院 助教 
・参加者：ILD Workshop 2012 に参加する研究者など 60 名程度 
・内 容：ILC 建設候補地である背振山地の視察 
 
（ILD Workshop 2012） 
・日 程：平成 24 年 5 月 23 日（水）～5 月 25 日（金） 
・場 所：九州大学箱崎キャンパス旧工学部本館３階第一会議室 
・出席者：70 名以上の研究者（うち半数以上が海外からの参加者） 
 ※プログラム等の詳細は以下のウェブサイトをご覧ください。 

website: http://epp.phys.kyushu-u.ac.jp/ildws2012/ 
 
■背 景 

 現在、スイス・ジュネーブにある欧州原子核研究機構(CERN)で、世界最大のハドロンコライダー加

速器(LHC)が運転中で、今年中に質量の起源を担うヒッグス粒子を発見できると期待されています。ILC
は、次世代加速器計画で、LHC で発見される新粒子の性質を、LHC を遥かにしのぐ精度で測定し、新

しい物理法則を解明していきます。ILC 計画は非常に大きなプロジェクトで、物理の検討、加速器と測

定器の開発・設計は国際共同で進められています。福岡県・佐賀県にまたがる背振山地が ILC 建設の有

力候補地となっており、加速器建設のための地質調査と国際研究都市構想が進められています。 
 
（※詳細については、平成 24 年 3 月 14 日開催の記者懇談会資料（別紙）を参照ください。） 

国際リニアコライダー(ILC)計画のための国際会合「ILD Workshop 2012」の開催と 

報道関係者向け説明会について 

概 要 

 素粒子実験の次世代計画である国際リニアコライダー(ILC)の測定器グループ ILD の国際会合

「ILD Workshop 2012」を 5 月 23 日（水）から 25 日（金）に九州大学箱崎キャンパスで開催しま

す。この機会をとらえ、ILC 計画への理解を深めてもらうため、報道関係者向け説明会を行います。

また、ILC の建設候補地のひとつである背振山地見学に同行取材していただくことも可能です。 



 
 
■内 容 

 国際共同で進められている ILC 加速器の技術設計と ILC 測定器の詳細基本設計は、今年中に完成す

る予定です。今回、九州大学で開催する国際会合「ILD Workshop 2012」は、ILD という名前の測定器

コンセプトの詳細基本設計を押し進めていくため、70 名を超える参加者（うち半数以上は海外からの参

加者）を得て、開催されます。この機会に、ILC 計画への理解を深めていただくため、報道関係者向け

の説明会を開催させていただき、ILC 計画についての説明と、福岡県・佐賀県で進めている推進活動に

ついてご説明したいと考えています。また、ILC 建設候補地のひとつである背振山地の見学ツアーに同

行取材していただくことも可能です。 
 
■効 果 

 ILC 計画は日本の素粒子物理研究コミュニティが最優先と認め、世界の研究者とともに計画・推進し

ている巨大国際プロジェクトです。日本に ILC 研究所を誘致できれば、真の国際研究機関がはじめて日

本に誕生することになります。数兆円とされる経済効果や、新たな国際研究都市の創出等、波及効果は

極めて大きいと考えられます。 
 
■今後の展開 

 今年中に ILC の加速器・測定器の設計が完了し、さらに LHC でヒッグス粒子の存否が決着すること

で、ILC 計画は新しい段階に進みます。国際的な研究体制が一新されるとともに、日本では ILC 研究所

の国内誘致に向けて、政官産学が一体となった推進活動が活発化し、実現に近づいていくことが期待さ

れます。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

【お問い合わせ】 
大学院理学研究院教授 川越 清以 
電話：０９２－６４２－２５３６ 
FAX：０９２－６４２－２５５３ 
Mail：kawagoe@phys.kyushu-u.ac.jp 
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 九州大学では、「永続性のある強靭な改革のスキーム」として、平成 23 年度に大学改革活性化制度を

導入しました。この制度を活用し、平成 24 年度から理学研究院物理学部門に「素粒子・原子核研究特

区」を創設します。 
 
 理学研究院では、すでに世界的研究教育拠点となっている分野や、これからなりうる分野に人的資源

を優遇配置する「理学研究院特区」を構想し、今後 10 年間で 8 特区を目途に整備する予定です。平成

24 年度は国際リニアコライダー（ILC）計画との関連で喫緊の整備が必要な「素粒子・原子核研究特区」

を創設します。 
 理学研究院物理学部門では、平成 23 年度に物理学のビッグサイエンス推進上の拠点となる素粒子実

験研究室を創設し、世界最先端の素粒子研究と次世代加速器物理の推進に着手しました。そして今回は、

その素粒子実験研究室を大幅に強化し、実験核物理グループと理論研究グループとの連携体制を強化す

ることで、「素粒子・原子核研究特区」を形成します。この「特区」では、物質の構成要素である基本

粒子（素粒子や原子核）の性質と基本粒子の間に働く力について、理論的・実験的な研究を行うととと

もに、その対極にあり素粒子・原子核と深い関係にある宇宙についても理論的な研究を行い、素粒子・

原子核物理の国際的な教育研究拠点を目指します。 
 
 最先端加速器による素粒子物理の研究は、人類の知の最前線を開拓するだけでなく、技術革新の牽引

役としての波及効果も大きいと言われています。このたびの特区の形成により、以下のとおり当該分野

における教育研究の飛躍的発展が期待されます。 
(1) ジュネーブにある世界最大の素粒子研究所である欧州原子核研究機構（CERN）に准教授、助教が

常駐し、加速器大型ハドロンコライダー（LHC）加速器を用いた国際共同実験アトラスにおいて測定

器運転・データ収集に貢献し、ヒッグス粒子の発見など、ノーベル賞級の研究成果を出すことに対す

る貢献を行います。 
(2) 素粒子・原子核に関する国際研究会、国際スクールを開催します。平成 24 年度には ILC 測定器の

国際研究会「ILD Workshop」、原子核の「第 20 回少数多体系国際会議」、そして素粒子の国際スクー

ル「1st Asia-Europe-Pacific School of High-Energy Physics）」を福岡で開催します。 
(3) 地元における研究会や講演会などの開催により、素粒子・原子核物理のための産学官連携の強化と

住民の意識醸成に寄与します。 
(4) 国際リニアコライダー（ILC）推進上の地元研究教育機関として中心的な役割を果たします。脊振

山系は、ILC の有力な建設候補地の一つとされ、地元自治体・経済界により加速器建設のための推進

活動が進められており、平成 19 年度に産官学が連携して先端基礎科学次世代加速器研究会が設立さ

れ、平成 22 年度には九州大学・佐賀大学国際リニアコライダー推進会議が組織されるなど、次世代

加速器計画に向けた協力体制が整備されています。 
 
 
 
 
 
 

【お問い合わせ】 
理学研究院物理学部門 教授 川越清以（かわごえ きよとも） 
電話：０９２－６４２－２５３６ 
Mail： kawagoe@phys.kyushu-u.ac.jp 

理学研究院に「素粒子・原子核研究特区」を創設 
－「永続性のある強靭な改革のスキーム」によりビッグサイエンスの推進を図る－

概 要 
 九州大学は、平成 23 年に導入した大学改革活性化制度（「永続性のある強靭な改革のスキーム」）

により、理学研究院に「素粒子・原子核研究特区」を創設し、ビッグサイエンスの推進を図りま

す。また、脊振山系が有力な建設候補地の一つとされている国際リニアコライダー（ILC）推進上

の地元研究教育機関としての中心的役割も果たしていきます。 

別紙
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